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“持続可能な社会”に関心が集まる今、
考えるべき大切な社会課題である「地層処分」。
NUMO（原子力発電環境整備機構）で最前線に立ち、
その重要性を次世代を担う学生たちに伝える
門馬ももさんにお話を伺いました。

学
生
た
ち
に「
地
層
処
分
」を

伝
え
る〝
出
前
授
業
〞を
担
当

若
手
の
や
る
気
と
活
躍
を
促
す

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
う
職
場

　

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
幼
い
頃

か
ら
関
心
が
あ
っ
た
が
、Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

と
い
う
存
在
や
放
射
性
廃
棄
物
の
地

層
処
分
に
つ
い
て
は
、
就
職
活
動
の

際
に
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
門
馬
も

も
さ
ん
。

  「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
会
社
説
明
会
に
行
っ

た
と
き
に
、
日
本
で
唯
一
だ
な
ん
て

カ
ッ
コ
い
い
な
、
す
ご
く
使
命
感
の

あ
る
仕
事
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
」

　

現
在
、
広
報
部
教
育
支
援
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
、
主
に
中
学
校
・
高
校
・

大
学
の
学
生
に
地
層
処
分
の
基
本
を

教
え
る
出
前
授
業
を
担
当
。
企
画
か

ら
構
成
、
授
業
の
講
師
ま
で
、
入
構

２
年
目
に
し
て
す
べ
て
を
受
け
持
つ
。

 「
原
子
力
発
電
に
伴
っ
て
発
生
し
た

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
ど
う
処

分
す
る
の
か
は
、
日
本
全
体
の
課
題
。

調
査
か
ら
建
設
、
操
業
、
閉
鎖
ま
で

１
０
０
年
以
上
を
要
す
る
事
業
で
も

あ
り
、
10
代
か
ら
基
礎
的
な
情
報
に

触
れ
る
こ
と
は
、
大
人
に
な
っ
て
こ

の
課
題
を
考
え
る
上
で
も
大
い
に
役

立
ち
ま
す
。
実
際
の
教
育
現
場
で
地

層
処
分
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
と
て
も
重
要
な
仕
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

難
し
そ
う
な
テ
ー
マ
だ
が
、
子
ど

も
た
ち
の
関
心
は
意
外
に
高
い
。

  「
授
業
が
終
わ
っ
た
あ
と
、『
最
初

は
拒
否
反
応
が
あ
っ
た
け
ど
、
先
生

の
話
が
面
白
か
っ
た
か
ら
よ
く
わ
か

っ
た
よ
』
と
女
子
中
学
生
が
駆
け
寄

っ
て
来
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
全
国
に
は
よ
り
深
く
知
り
た
い

と
、「
地
層
処
分
」
に
つ
い
て
自
主
的

に
学
ぶ
学
生
も
い
ま
す
」

　

入
構
2
年
目
な
が
ら
責
任
感
を
伴

う
仕
事
を
任
さ
れ
る
門
馬
さ
ん
だ
が
、

入
構
以
来
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
。

  「
幼
い
頃
か
ら
人
前
に
立
つ
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
強
み
が
生
か
せ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
職
場
環
境
も
と
て

も
い
い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
平
日
の
就
業

後
に
も
趣
味
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
行

っ
た
り
と
、
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替

え
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
ま
す
」

　

研
修
で
専
門
知
識
を
吸
収
し
た
り
、

先
輩
の
出
前
授
業
を
お
手
本
に
ト
ー

ク
の
技
術
を
習
得
し
た
り
、
前
向
き

で
勉
強
熱
心
な
門
馬
さ
ん
。

  「
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
正

確
に
伝
え
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
が
、高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
の
こ
と
は
考
え
続
け
な

く
て
は
い
け
な
い
課
題
。私
の
授
業

を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
が
理
解
を
深

め
て
く
れ
て
、『
門
馬
さ
ん
に
習
え
ば

大
丈
夫
！
』と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
信

頼
さ
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
ね
」

この人に
伺いました！

日本だけでなく、世界各国も地層処分に取り組んでいます

原子力発電環境整備機構
（NUMO）

広報部　教育支援グループ

             
門馬 ももさん

2020年4月入構。大学では震災社
会学のゼミで東日本大震災につい
ての若者の意識調査を行った。入構
半年で出前授業デビュー。現在は後
輩の指導も担当。

・P r o f i l e・

高レベル放射性廃棄物の

L e t ’s  S t u d y！

出前授業は、相手先の学校の先生と話し合
いながら授業の方向性を決め、1～2カ月かけ
てその学生に合った内容を考えていく。

学生に合わせて出前授業をアレンジ
エネルギー教育に熱心な学校では、学習団体や他校の
生徒も参加する地層処分に関する学習イベントも企画・
開催している。NUMOが講師を務めることもある。

「地層処分」について自主的に学ぶ学生も

高レベル放射性廃棄物の地層処分は、原子力を利用してきたすべての国に共通する課題。
フィンランドとスウェーデンではすでに処分地が選定されています。

各
国
の
取
り
組
み
状
況

処分は日本全体の課題

日本では、2020年11月より北海道の2地点で
文献調査を開始しています。

※文献調査とは、地域の地質等に関する文献やデータを収集・分析し、それら
に基づき、地域の皆様に処分事業等について議論を深めていただくものです。

※各段階で次の調査に進む場合は、地域の意見を聴き、その意見に反して先
へ進みません。

大切なことだから
伝え子どもたちにも分かりやすく　　たい

日経WOMAN　2022年2月7日号掲載




